
21

3 4

コロナ禍によるピンチも
サブスクサービスに活路

そこで井口さんは、魚のミールキット
を家庭に届ける『Fishlle!（フィシュル）』
という新たなサービスを展開しました。
定額制のサブスクリプションサービス
で、魚を食べやすい形に処理して下味
までつけ、アレンジレシピを添えた
ボックスが毎月届きます。
「もちろん流通構造も問題ではありま
すが、業界が抱える大きな課題として
魚離れがあります。流通の仕組みを改
善したとしても、消費者が魚を食べな
くては意味がありませんから。サブスク
リプションにすることで、様々な魚を味
わってもらうことができますし、また事
業者側としても売上が見込みやすいと
いうメリットがあります」と井口さん。
サブスクリプションに加え、もうひと
つサービスを語る上で外せないキーワー
ドが、サスティナブル。『Fishlle!』では
一般的に流通していない未利用魚を積
極的に活用しています。例えばオジサ
ンやイラ、24cmに満たない小さなロー
ソクサバなど、市場では価値がつきに
くい魚種を取り扱っています。

「『Fishlle!』の目的は、消費者にもっ
と魚を食べてもらうことにありますが、
他方で漁業者が獲っている魚をすべて
価値化することをめざしています。せっ
かく獲った魚は利益にしてもらいたいで
すし、命に対しても申し訳ないですから
ね。実際に食卓に上がる魚は数種類に
限られていて、その数種類ばかりを
獲っていては当然資源のバランスは崩れ
ていきます。バランスよく様々な魚を食
べていかなければ、生態系も変化して
いく。その均衡を元に戻すという点に
おいても、色々な魚食を提案していき
たいと思っています」
『Fishlle!』は2021年3月からサービ
スを開始し、3月末現在の契約者は約
160人。現在は福岡市内を中心に利用
されていますが、今後は東京や大阪な
ど、大都市圏にもユーザーを広げてい
く予定です。

魚にあふれた社会
フィッシュフルをめざしていく

コロナ禍においても新たなアイデアに
よって事業を創造した井口さん。今後
の展望はもちろん『Fishlle!』を拡大し

ていくことではありますが、現在停止
中のプラットフォームサービスとも互恵
的な関係をつくっていきたいと言いま
す。「サービスが相互に働くことで、生
産者と消費者が直接やり取りできるよ
うになったり、外食産業が盛り上がれ
ば多くの魚種の価値が高められたりす
るのではないでしょうか。『Fishlle!』で
も取り扱えないような小さな魚であって
も、ペットフードに活用するなど、すべ
ての魚に価値を創造することができる
と思っています」と井口さん。
国産の天然物にこだわる『Fishlle!』に

関しては、ユーザーの意見を取り入れな
がら商品開発をしていきたいという井口
さん。全国がフィッシュフル、魚にあふ
れた社会をめざして邁進していきます。

水産物の流通に革命を起こす
プラットフォーム事業で創業

現状の流通構造だと漁業者側の情
報と買い手側のニーズがうまくマッチン
グしていないので、この需要と供給の
マッチングを図るため、海産物の売り
手と買い手をクラウド上でマッチングさ
せるプラットフォームサービスを手がけ
るのが、福岡市中央区大名の株式会
社ベンナーズ。2018年4月に大学を
卒業したばかりの井口剛志さんが設立
したベンチャー企業で、海産物の流通
の課題解決を目的に開発したサービス
です。
井口さんは「大学でアントレプレ

ナーシップを学び、その中でプラット
フォーム戦略に触れたことで、この

マッチングビジネスの原型となるアイデ
アが生まれました。祖父母や父が水産
業に従事していたので馴染みのある業
界ではありましたが、何十年と変わっ
てこなかった流通の仕組みは、売り手
にも買い手にも負担を強いていること
に気づき、その課題をシステムを活用
することで改善できないかと考えまし
た」と振り返ります。
このプラットフォームサービスはセ

ラー（漁業者）が魚種や量、価格などの
水揚げ情報を提供し、バイヤー（外食
産業など）が購入する仕組みです。一
方、バイヤー側からも欲しい魚種や価
格などの条件を提示し、セラー側が対
応することもできるなど、相互のコミュ
ニケーションが可能。「従来だと競りが
行われ、漁業者にはその価格から手数

料が引かれた金額だけが戻ってくる形で
したが、それを根本的に変えるもので
す。生産者側の利益もアップしますし、
消費側のコストも下げられる。なおか
つ競りにかけることなく直送するので、
より鮮度の高い海産物をお届けできま
す」と井口さんは自信をのぞかせます。
漁業者や外食産業など、ユーザー候
補に意見をもらいながら開発を進めて
いき、サービスインしたのは創業から1
年半後のこと。実際に海産物の卸売り
を通してバイヤーと接点を持つなど、
地道な活動によってユーザーを獲得し
ていきました。しかし順調に進んでい
るかと思った矢先、新型コロナウイルス
感染症の拡大によって外食産業がス
トップ。2020年3月には一時的に売上
ゼロの状態にまで落ち込んだそうです。

株式会社ベンナーズ　代表取締役　井口 剛志氏

株式会社ベンナーズ

取材日：3月31日

〒810-0041 福岡市中央区大名2-6-11-203
TEL 092-985-8804

https://www.benners.co.jp/

2ベンナーズのプラットフォームサービスにはパソコンやスマートフォ
ンから簡単にログイン可能。簡単な操作で魚の売買ができる

4『Fishlle!』で提供されている商品はすべて自社工場での加工品。
味付けもプロの料理人の監修のもと自社で考案している

1 獲れた魚はその日のうちに自社工場で加工。手作業で加工を
行っているため、さまざまな魚種にも対応できる

3井口さん（左）自身も産地を訪れ、実際に漁業者とコミュニケー
ションをとりながら魚種などの情報を収集している

【プロフィール】
長崎県長崎市出身。小学校入学と同時に福
岡へ。高校2年から大学卒業までをアメリカ
で過ごし、日本に帰国後、2018年4月に株
式会社ベンナーズを創業した。趣味は温泉
めぐりと、美味しいものを食べること。

新たなプラットフォームとサブスク
サービスで未利用魚に新たな価値を
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